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に向けた継続看護の教育方法の検討を目的に、学士課程 2 年次の成人慢性期看護援助論Ⅰにおいて、2 時間、退院調整看護
師による講義と演習を実施した。
地域医療連携室の役割について講義を行い、演習ではグループに分かれて事例について話し合い、グループ発表を行い、最
後に実際に行われたケア内容を説明した。調査時期は 2015 年 7 月、対象者は 2 年生 82 名である。授業終了後に自己記入
式の調査票を配布した。調査項目は、性別、年齢、学習目標の到達度 7 項目、学習内容の理解度 6 項目、教育方法の有用
性 1 項目、講義内容 5 項目、講義の感想 5 項目を 4 段階評価でたずね、効果的であった点、講義からの学び、講義の感想
については自由記述を求めた。倫理的な配慮は、研究参加は任意であること、成績には関係しないこと、匿名性の保持を
口頭と書面で説明し、文書による同意を得た。調査項目については SPSS Statistics 21 を用いて基本統計量を算出し、自由
記述は意味の類似性をもとにまとめた。











　65 歳以上の人口は、現在 3,000 万人を超えており（国
民の約４人に１人）、2042 年の約 3,900 万人でピークを
迎え、その後も、75 歳以上の人口割合は増加し続ける
ことが予想されており、団塊の世代（約 800 万人）が
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２）調査対象者　A 大学学士課程 2年生 82 名
３）調査方法　



































学習内容の理解度 6 項目、教育方法の有用性 1 項目、















　研究参加の同意が得られた 78 名（有効回答率 95％）
を分析対象とした。女性75人 (96.2％ )、男性3人 (3.8％ ) 
であり、平均年齢は 19.4 ( ± 0.64) 歳であった。








援の展開の理解 ( 事例を通して )」「特定機能病院にお
ける地域医療連携室の特徴」「療養生活を支える社会資
源の活用」の 7 項目すべてにおいて回答者の 96 ～
100％が「よく・まあまあできた」と回答していた。







べてにおいて回答者 97 ～ 100% が「よく・まあまあで
きた」と回答していた。





































































































































































図 3 教育方法の有用性 図 3　教育方法の有用性
看護基礎教育における慢性期患者の在宅ケアに向けた継続看護の教育方法の検討
－ 66 －
の項目で回答者の 99 ～ 100％が「とても・まあまあ」
と回答していた。
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